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１. テストの目的 

タンスや食器棚には、安価な合板や MDF が使用されることが多いが、これらからホ

ルムアルデヒドなどの有害物質が放散されることがある。 
都内の消費生活相談窓口には、収納家具が原因で喉や目が刺激を受けた等の相談が平

成 12 年度～21 年度の 10 年間で 149 件寄せられている。（図１） 
ホルムアルデヒドについての規制は、建材や造り付け家具に対しては建築基準法によ

り行われているが、家具については存在しない。また、JAS（日本農林規格）や JIS（日

本工業規格）に対応した合板・MDF（中密度繊維板）等を使用することで低ホルムア

ルデヒド等の表示を行っている製品もあるが、消費者には統一的な目安がない（参考資

料 参照）のが現状である。 
インターネット通販ではにおいなど実際の商品の品質を確認できないことから、今回

インターネット通販で購入した食器棚や本棚、タンスなどの収納家具について、主にホ

ルムアルデヒドを対象として有害物質について調査を行った。 
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図１ 家具のにおい等に関する相談件数

表１ 家具のにおい等に関する相談事例 

相談受付年月 年齢・性別 分類 相談事例 

平成 22 年 4 月 不明 女性 食器棚
２年前に買った食器戸棚がニスのような臭いがして頭が痛くなる。使用して

いるうちになくなるかと思い使い続けていたが、未だに臭いがする。 

平成 21 年 1 月 29 歳 女性 食器棚
ネットで壁面収納家具を購入。届いて組み立て始めると刺激臭が強く頭痛

や咳が出た。販社は返品を受けてくれないという。 

平成 21 年 1 月 36 歳 女性 食器棚
１週間前に届いた食器戸棚の臭いがきつい。店に苦情を言っているが返事

待ち。どこかで調べてもらえるか。 

平成 22 年 1 月 40 歳 男性 本棚 
ネット通販で購入した本棚を組み立て中に体に発疹が出て全身に広がり病

院で点滴を受けた。医師に化学物質が原因と言われた 

平成 21 年 7 月 30 歳 女性 本棚 
インターネットで木製の組み立て式本棚を購入、１週間前に届いた。目がチ

カチカして眠れないので返品を申し出たが、断られた。 

平成 21 年 2 月 33 歳 男性 本棚 
ホルムアルデヒドに過敏なので４スターの印のある本棚を購入したら、眼が

チカチカして気分が悪い。 

平成 22 年 7 月 56 歳 女性 タンス
量販店で購入したタンスを２か月以上使っているが特有の臭いが消えな

い。 

平成 20 年 6 月 45 歳 女性 タンス
娘がインターネットで整理ダンスを注文し、一昨日届いたが、臭いがきつい

ので交換希望。販売会社は認めない。何とかして欲しい 

平成 19 年 9 月 65 歳 男性 タンス
通信販売で購入した整理ダンスのいやな匂いがなかなか消えない。戸外に

しばらく放置したりしたが、数ヶ月経過した現在もあまり変化がない。 
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２. テスト実施期間 

平成 22 年 9 月から 11 月 
 

３. テスト対象商品 

テスト対象は、インターネット通販で購入した収納家具 20 検体（表２）及びインタ

ーネット通販において低ホルムアルデヒドの表示を行っている収納家具 10 検体（表３）

の合計 30 検体である。商品購入にあたっては、インターネット検索で上位にヒットし

たサイトから、5 万円までの価格（5,500～49,999 円）のものを選定した。 
なお、低ホルムアルデヒドの表示は、インターネット購入画面上の「低ホルム仕様」

や「F☆☆☆」などの表記を対象とした。 
 

表２ テスト対象商品（一般の家具２０検体） 

種類 No. 表示上の材質 
大きさ 

（幅×奥行×高さ cm） 

原産国 

表示 
価格

１ 
前板 塩ビ化粧繊維板 
その他 プリント紙化粧繊維板 

90×38×180 中国 19,800

２ パーチクルボード、プリント化粧合板 60×42×180 表記なし 29,389

３ 
前板・中天板 塩ビ化粧繊維板 
スライド棚 塩ビ化粧繊維板 
その他 プリント化粧繊維板 

90×42×180 表記なし 29,800

４ 
本体 プリント化粧繊維板 
前板・天板 ポリエステル化粧繊維板

90×44×180 中国 29,900

５ エナメル塗装 89×40×181 国産 32,900

食
器
棚 

６ メラミン 60×44×194 表記なし 49,999

７ プリント紙化粧繊維板 85×29×180 表記なし 6,500

８ 
パーチクルボード、MDF、 
プリント化粧合板 

88×30×180 表記なし 7,500

９ 本体 プリント紙化粧繊維板 118×29×180 マレーシア 14,800

１０ 
本体 プリント紙化粧繊維板 
脚部 天然木、ラッカー塗装 

58×40×91 表記なし 15,800

１１ 
表面材 突き板風化粧繊維板 
芯材 パーティクルボード、木材 

90×30×180 国産 20,790

１２ プリント化粧合板 109×30×180 表記なし 25,725

本
棚 

１３ 
表面材 プリント紙化粧繊維板 
引出 ファルタカ材、樹脂レール 
芯材 パーティクルボード、木材 

118×30×210 表記なし 30,660

１４ プリント化粧合板 89×41×104 輸入品 9,990

１５ 本体 プリント紙化粧繊維板 60×54×190 ベトナム 10,500

１６ プリント化粧合板、パーチクルボード 59×52×188 表記なし 10,800

１７ 
桐天然木、天然木化粧版、ラッカー塗
装 

67×35×70 中国 14,800

１８ 
前板 MDF、エナメル塗装 
その他 プリント化粧合板、ウレタン
塗装 

60×39×115 輸入品 18,800

１９ プリント化粧繊維板 60×53×190 ベトナム 19,980

タ
ン
ス 

２０ 
デルナチュレ化粧材、プリント化粧合
板 

89×42×139 表記なし 26,775
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表３ テスト対象商品（低ホルムアルデヒド表示１０検体） 

種
類 

No. 表示上の材質 大きさ 
(幅×奥行×高さ cm)

原産国

表示 
価格

インターネット購入画面 
低ホルムアルデヒドに関する主な表示

21 
プリント紙化粧繊維板 
天然木（オーク材） 57×35×180 国産 13,440

低ホルムアルデヒド＆国産品の安心品質 
製品の安全性にはこだわりました。 
低ホルムアルデヒドの部材のみを使用 
徹底したホルムアルデヒド対策、等 

22 プリント紙化粧繊維板 60×45×182 国産 21,500 低・ホルマリン仕様 

23 プリント化粧繊維板 60×42×181 表記なし 26,040 低ホルムアルデヒド仕様 

食
器
棚 

24 

扉・天板・前板・台輪 
 MDF、エナメル樹脂塗装 

天板 タイル6枚 
その他 
 プリント紙化粧繊維板 

58×44×143 国産 28,444

MDF・合板とともに F☆☆☆の低ホルムア

ルデヒド仕様だから、体にもやさしく安心

して末永くお使いいただけます。 

25 プリント化粧繊維板 60×30×178 ベトナム 5,500
安心のホルムアルデヒド スリースター等

級☆☆☆ 

26 プリント化粧繊維板 
90×34×92 

2 個組 
ベトナム 12,880

低ホルムアルデヒド☆☆☆等級 
お子様がいるご家庭や臭いが気になる方へ

安全・安心低ホルムアルデヒドスリースタ

ー等級 
本
棚 

27 
全面 ホワイトアッシュ 
他 プリント化粧版 61×31×180 国産 24,800

シックハウス症候群の原因とされるホルム

アルデヒドの放出量が最も少ない F☆☆☆

☆の材料を使っており、また国内で使って

いるので安心です。 

28 
プリント化粧板、 
低ホルム材 93×85×90 国産 13,780 身体に優しい低ホルムアルデヒド 

29 
本体 
 プリント紙化粧繊維板 70×55×200 ベトナム 19,900

JAS/JIS 規格での高レベルをクリアしてお

ります。F☆☆レベルクリア済です。 
当店の家具はこれらの、ホルムアルデヒド

の放散をできるだけ抑えた合板を用いるこ

とにより、より人体への影響が少なくなっ

ています。これが、低ホルムアルデヒド家

具なのです。 

タ
ン
ス 

30 マルパ材 87×45×140 国産 43,120 低ホルムアルデヒド 

 

４. テスト内容 

(1)  簡易試験（高濃度検体のスクリーニング） 

家具から放散されるホルムアルデヒドについて、検体を構成する素材（合板や

繊維板など）ごとに天板、側板、背面、正面、棚板、引き出し内部などの箇所を

5～15 程度選び、ホルムアルデヒド放散濃度を測定し、その結果に基づき高濃度

検体のスクリーニングを行った。 
 

   ア  使用した機器 

日本リビング株式会社製 ホルムアルデヒド発生源検知用シール（柳沢セン

サー）及びホルムアルデヒド放散量測定器（HCHO FLUX MONITOR F-01） 
測定範囲 0.01～2.50 mg/L（デシケータ試験法相当） 
検知用シール（写真１）は、内部に貼っている特殊試験紙を蒸留水に濡らす

ことにより、家具から放散しているホルムアルデヒドに反応して特殊試験紙の

色の変化量により濃度が測定できる。 
反応終了後、検知用シールをホルムアルデヒド放散量測定器（写真２）にセ



 

ットすると色の変化量を読み取り、結果を表示する。 
尚、検知用シールによるホルムアルデヒド放散量測定は、微小領域（直径約

4mm の円形）の測定となり、濃度にバラつきがあるとサンプリングする箇所に

よる影響を強く受けることとなることから、あくまでも高濃度検体をスクリー

ニングすることを目的として実施した。 

       

40 mm

測定部位は直径約4 mm 

写真１ ホルムアルデヒド発生源検知用シール 写真２ ホルムアルデヒド放散量測定器 

（柳沢センサー）               （HCHO FLUX MONITOR F-01） 
 

(2)  室内濃度試験 

   ア テスト条件 

簡易試験で高濃度となった検体について、表４に示す項目について実施した。 
試料の採取及び分析は、「室内空気中化学物質の測定マニュアル」（平成 13 年 7

月 24 日付、厚生労働省医薬局）に準拠して実施した。 
試験は、テスト室内に家具を設置し 24 時間後に濃度を測定する室内濃度試験と、

換気効果を確認する換気効果試験の 2 種類を行っている。 
換気試験における換気パターンを図２に示す。 
いずれも、テスト室内に検体を設置する際は、引き出し等は開けて保持した。 
 

表４ テスト条件 

 実験条件 分析対象物質 

室内濃度試験 
家具を設置し 24 時間後の濃度を 30 分間吸

引法により採取。実験室にて分析を行った。

換気効果試験 

換気効果を確認するため、家具を設置し 24

時間経過後に試料を採取する。30 分間換気

（5 回/時程度）後に試料採取、及び通常の

換気に戻した後に試料採取を行う。 

アルデヒド類 
ホルムアルデヒド 
アセトアルデヒド 

VOC 類 
トルエン 
キシレン 
エチルベンゼン 
スチレン 
総 VOC 

 

家具設置後
24時間

10倍量の換気
30分経過後

試料採取
（30分）

試料採取
（30分）

試料採取
（30分）

① ② ③

換気回数

5回 / 時

0.5回 / 時

通常換気
1時間

 
図２ 換気効果試験パターン 
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   イ テスト室及び測定機器 

  (ｱ)テスト室 

テスト室は、図３及び表５のとおり「一般用医薬品及び医薬部外品としての

殺虫材の室内空気中濃度測定方法ガイドライン」に準拠したものを用いた。 
室内空気の採取位置は、居室のほぼ中央で椅子着席時を想定して、高さ 1.2m

とした。 
 

吸気口
（自然吸気）

吸気口
（自然吸気）

排気口
（強制吸気）

検体

出入り口

採取口(H=1200）

窓

窓

エアコン

加湿器

 
平面図 

 

窓 吸気口
（自然吸気） 排気口

（強制吸気）

窓

出入り口

 
立面図 

 

図３ テスト室 平面図及び立面図 

 
 

表５ テスト室条件 

項目 条件 

広さ 内寸 幅(2040mm)×横(4320mm)×高さ(2130mm) 容積 18.8m3 

窓 室外からの観察用、採取ホース、電源取り出し口等で 2ヶ所設置 

ドア 人の出入りや家具を搬入できるドアを 1ヶ所設置 

温湿度条件 

温度 25±5℃/湿度 50%以上 

温度は、エアコンで管理 

湿度は、加湿機（HD-RX709 ダイニチ工業㈱製；抗菌フィルターを外して

使用）で管理 

換気 

0.5 回/h の換気条件とした 

具体的には、157L/分の流量で HV(ハイボリュームエアサンプラーHV-700F 

柴田科学㈱製)で室内空気を吸引した。 
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写真３ テスト室外観          写真４ 室内濃度試験実施状況 

 

  (ｲ)測定機器 

室内濃度試験に用いた機器の一覧を表６に示す。 
精度管理の一環として、試料採取中の配管の外れ等ミスを考慮し、同一試料

を 2 回ずつサンプリングする 2 重測定を 10%の頻度で行い、サンプリング・分

析に問題のない事を確認した。 
なお、ホルムアルデヒド連続測定器は、家具を設置してから 24 時間経過する

間や換気効果試験中のホルムアルデヒド濃度の推移をモニタリングするために

使用した。そのため、ホルムアルデヒドの室内濃度試験結果の値としては、「室

内空気中化学物質の測定マニュアル」に準拠した分析結果を用いている。 
 

表６ 室内濃度試験に用いた機器一覧 

項目 測定方法 

ホルムアルデヒド 

連続測定 

温度・湿度測定 

ホルムアルデメータ htv（測定範囲 0.01～50ppm） 

㈱ジェイエムエス製 

アルデヒド類 

（ホルムアル

デヒド、アセ

ト ア ル デ ヒ

ド） 

テフロン製の配管を用いて、室内中央点から室内空気を吸引し、チャン

バー外でアルデヒド類を DNPH 捕集剤に吸着（1000ml/分で 30 分）すると

共に誘導体化させ、これをアセトニトリルで溶出させ、高速液体クロマ

トグラフ(HPLC)で測定した。 

捕集剤；GL-pack mini AERO DNPH 300mg ジーエルサイエンス㈱製 

積算流量計付ポンプ；SP208-100Dual ジーエルサイエンス㈱製 

VOC 類（トル

エン、キシレ

ン、エチルベ

ンゼン、スチ

レン） 

テフロン製の配管を用いて、室内中央点からチャンバー外で、吸着剤を

充填した捕集管に室内空気を一定流速で吸引（1000ml/分で 30 分）して、

測定対象物質を捕集した。捕集管から測定対象物質を溶媒で溶出させ、

キャピラリーカラムに導入して GC/MS により分離、定量した。 

捕集剤；ORBO 100 Carbotrap スペルコ社㈱製 

積算流量計付ポンプ；SP208-100Dual ジーエルサイエンス㈱製 

分
析
方
法 

「室
内
空
気
中
化
学
物
質
の
測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
準
拠
し
た 

TVOC 

テフロン製の配管を用いて、室内中央点からチャンバー外で、TenaxTA

吸着体に室内空気を一定流速で吸引して（300ml/分で 30 分）、測定対象

物質を捕集した。捕集管から測定対象物質を加熱脱着させ、これをキャ

ピラリーカラムに導入して GC/MS により測定した。 

捕集剤；TenaxTA スペルコ社㈱製 

積算流量計付ポンプ；SP208-100Dual ジーエルサイエンス㈱製 
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連続測定

30分間吸引バッチサンプリング

強制排気

自然吸気

連続測定

30分間吸引バッチサンプリング

強制排気

自然吸気

 
写真５ 連続測定器及び試料採取用配管     図４ 室内濃度試験イメージ図 

 

(3)  低ホルムアルデヒド表示商品に係る放散量試験 

低ホルムアルデヒド表示を行っている検体について、簡易試験で最も高濃度に

検出された箇所を対象に、材質により JAS（合板；合板の日本農林規格）又は JIS
（MDF；A1460 建築用ボード類のホルムアルデヒド放散量の試験方法-デシケー

タ法）に基づくホルムアルデヒド放散試験を行った。 
 

(4)  乳幼児用の衣料品へのホルムアルデヒド移染について 

   ア  テスト条件 

家具から放散されるホルムアルデヒドが衣料品に移染する可能性について調べ

るため、ホルムアルデヒドが検出された家具内に乳幼児用の衣料品を 24 時間設置

し、設置前と設置後のホルムアルデヒドの溶出量を分析した。 
また、ポリ袋による移染の防止効果を確認するため、ポリ袋に入れた乳幼児用

衣料品の設置前と設置後のホルムアルデヒドの溶出量を分析した。 
   イ  分析方法 

衣料品中のホルムアルデヒド濃度の分析は、有害物質を含有する家庭用品の規

制に関する法律施行規則（昭和四十九年九月二十六日厚生省令第三十四号）に準

拠して実施した。 

7 



 

 

５. テスト結果 

(1)  簡易試験（高濃度検体のスクリーニング） 

各検体を検知用シールにより複数個所簡易測定を行い、最も高濃度を呈した部

位について、A～D でランク付けを行った。各検体のランクの結果等を表７、ラ

ンクの目安を表８に示す。 
30 検体について簡易試験を行った結果、F☆レベル（ランク D）の部位があっ

たのが 7 検体、F☆☆レベル（ランク C および B）は 10 検体、F☆☆☆~☆☆☆

☆レベル（ランク A）は 13 検体となった。 
簡易試験結果から、一般の家具及び低ホルムアルデヒド家具のうち濃度の高い

検体（ランク C 及び D：計 14 検体）について選定した。また、低ホルムアルデ

ヒド家具のうち No.21 はランク A ではあるが、比較のため選定した。選定した合

計 15 検体について室内濃度試験を行った。 
簡易試験結果の傾向としては、家具の背面外側（図５-④）と引き出しの底板裏

側（図５-⑧）で高濃度が検出される例が多かった。これらの箇所は人目に触れな

い箇所であるため、表面に化粧板等がされていないことが影響している可能性が

考えられる。 
また、これらの箇所に使用されている部材は合板よりも MDF が多い傾向が見

られた。 
 
 
 

①前板

② 天板

③
側板 ④ 裏板

⑧ 引出し底板（裏）

⑤ 後板⑥ 引出し側板

⑦底板

図５ 検知用シール測定箇所の例 
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簡易試験（高濃度検体のスクリーニング）測定例 
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測定部位：背面 
材質：MDF 

測定部位：引出し裏（支え） 
材質：パーティクルボード 

測定部位：引出し裏

材質：MDF 

写真６ タンス背面                 写真７ 引出しの裏側 
 

 
 

 

測定部位：背面 
材質：MDF 

写真８ 本棚背面 
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表７ 簡易試験結果 

分類 No. 
簡易試験結果 

ランク 

簡易試験結果に基づき室内濃度試験

の対象として選定した検体 

1 C ○ 

2 A  

3 C  ○ 

4 C  ○ 

5 A  

食
器
棚 

6 B  

7 B  

8 D  ○ 

9 A  

10 C  ○ 

11 A  

12 A  

本
棚 

13 C  ○ 

14 D  ○ 

15 D  ○ 

16 D  ○ 

17 D  ○ 

18 C  ○ 

19 C  ○ 

一
般
の
家
具 

タ
ン
ス 

20 A  

21 A  ○（比較のため選定） 

22 A  

23 A  

食
器
棚 

24 A  

25 B  

26 D  ○ 本
棚 

27 A  

28 A  

29 D  ○ 

低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
表
示 

タ
ン
ス 30 A  

 

 

表８ ランクの目安 

ランク デシケータ法による区分 

A F☆☆☆～F☆☆☆☆ 相当

B 

C 
F☆☆ 相当 

D F☆ 相当 

低濃度

↑ 

 

↓ 

高濃度

 



 

 
(2)  室内濃度試験 

表７に示す試験対象とした 15 検体のホルムアルデヒド連続測定器の結果を図

６～２０に、また室内濃度試験結果を表９に示す。 
15 検体中、6 検体において 24 時間後のホルムアルデヒド室内濃度が厚生労働

省設定指針値（0.08ppm）を超過しており、指針値の 4 倍程度の濃度となる検体

もあった（No.16）。ホルムアルデヒド以外の測定項目では厚生労働省設定指針値

を超過する濃度は検出されなかった。 

室内濃度指針値を一時的、かつ、わずかに超えたとしても直ちに健康への有害

な影響を生ずるわけではないとされている。しかしながら、今回調査した収納家

具は日常生活に密着した商品であり、長期にわたり影響を及ぼす可能性があるこ

とから、家具から放散されるホルムアルデヒド量を低減する対策が重要であると

考えられる。 
 
 

 
 

 厚生労働省では、ホルムアルデヒドをはじめとする 13 種の揮発性有機化

合物（VOC） について室内濃度指針値を設定している。 

 現状において入手可能な科学的知見に基づき、人がその化学物質の示さ

れた濃度以下の暴露を一生涯受けたとしても、健康への有害な影響を受け

ないであろうとの判断により設定された値 

 室内濃度指針値を一時的、かつ、わずかに超えたとしても直ちに健康への

有害な影響を生ずるわけではない。しかしながら、その化学物質による身体

の不調が疑われる場合には、医師等に受診・相談することが望ましいと考え

られる。 

室内濃度指針値とは  
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図６ 室内濃度試験 No.1 
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図７ 室内濃度試験 No.3 
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図８ 室内濃度試験 No.4 
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図９ 室内濃度試験 No.8 
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図１０ 室内濃度試験 No.10 
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図１１ 室内濃度試験 No.13 
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図１２ 室内濃度試験 No.14 
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図１３ 室内濃度試験 No.15 
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図１４ 室内濃度試験 No.16 
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図１５ 室内濃度試験 No.17 
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図１６ 室内濃度試験 No.18 
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図１７ 室内濃度試験 No.19 
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図１８ 室内濃度試験 No.21 
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図１９ 室内濃度試験 No.26 

 

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0 6 12 18 24
経過時間(h)

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度

(

p
p
m

)

 
図２０ 室内濃度試験 No.29 
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表９ 室内濃度試験結果 

分析結果（下段は、厚生労働省設定指針値 TVOC は暫定目標値） 

ホルム 

アルデヒド 

アセト 

アルデヒド 
トルエン キシレン 

エチル 

ベンゼン 
スチレン TVOC 

(volppm) (volppm) (μg/m3) (μg/m3) (μg/m3) (μg/m3) (μg/m3)

家具 

検体 

No. 

0.08 0.03 260 870 3,800 220 400 

1 0.053  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

3 n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

4 0.006  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

8 0.25  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

10 0.039  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

13 0.015  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 31  

14 0.15  0.002  n.d. n.d. n.d. n.d. 31  

15 0.070  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

16 0.34  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

17 0.15  0.00  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

18 0.035  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

19 0.093  0.002  39  n.d. n.d. n.d. n.d. 

21 0.029  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

26 0.15  0.002  67  n.d. n.d. n.d. 70  

29 0.048  n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 

（備考） 

○VOC、TVOC類の濃度単位は、25℃におけるμg/m3を示す。 

○分析結果は、チャンバー内のブランク結果を差し引き、６畳間の広さ(24.3m3)に換算している。 

○定量下限値は、指針値の 1/10 とする。 

（濃度結果-ブランク値）が定量下限値以下であれば、「n.d.」としている。 

○ アルデヒド類・VOC 類は、下限算出の為の複数回のブランク、又は標準品試験において 

定量下限値（5回試験の標準偏差×10）が指針値の 1/10 以下であることを確認している。 

 



 

 
(3)  換気効果試験 

室内濃度試験で高濃度に検出された３検体（No.8,16,26）について換気効果試験を

行った。 
室内濃度試験結果を図２１に示す。尚、チャンバー内に家具を設置する際は、引

き出し等は開けて保持した。また、ホルムアルデヒド以外の測定項目では厚生労働

省設定指針値を超過する濃度は検出されていない。 

通常の換気（0.5 回/時）から 5 回/時の換気を 1 時間行うことで、ホルムアルデヒ

ド濃度は 40%前後まで低下することがわかった。 
しかしながら、換気を戻して 1 時間後には、ばらつきはあるものの換気前の 60～

100%前後まで戻った。換気による濃度低減は認められるものの、効果は一時的であ

ることがわかった。 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

試験前濃度 換気後 通常換気後

No.8

No.16

No.26

 
図２１ 換気効果試験（ホルムアルデヒド濃度変化） 

 
(4)  価格帯別に見た室内濃度指針値超過検体数 

テスト対象品 30 検体と価格帯の関係を図２２に示す。 
全体として、テスト対象品は 15,000 円未満と 30,000 円未満の価格帯に二つの山

をもち幅広く分布しているが、そのうち室内濃度指針値を超過した 6 検体は 20,000
円までの価格帯に集中している。 

0

5

10

～10,000円 ～15,000円 ～20,000円 ～25,000円 ～30,000円 ～35,000円 ～40,000円 ～45,000円 ～50,000円

指針値を超過しなかった検体

指針値を超過した検体

 
図２２ 価格帯別検体数 
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(5)  低ホルムアルデヒド表示商品に係る放散量試験 

低ホルムアルデヒド表示のある 10 検体(No.21～No.30)について、デシケータ法に

よるホルムアルデヒド放散量試験と HP 表示とを比べると、表示された等級を試験

結果が満たしていない可能性の高い商品が３検体（No.25 及び No.26、No.29）あっ

た。 

また、低ホルムアルデヒドの表示は、「F☆☆☆以上」、「F☆☆～F☆☆☆☆」など

使用している合板や MDF などについて具体的に明記している事業者と、単純に「低

ホルムアルデヒド仕様」とのみ表示している事業者とがあり、低ホルムアルデヒド

の定義内容には差が見られた。 

放散量試験は一定の面積あたりからのホルムアルデヒド放散量について比較をし

ているが、大きい収納家具の場合は部材の使用面積が大きくなるため、低ホルムア

ルデヒド仕様となっていても室内に与える影響も大きくなることが予想される。低

ホルムアルデヒド表示について、消費者が商品の比較をすることが容易になるよう

に、仕様の統一化などが望まれる。 

 

表１０ 低ホルムアルデヒド表示と試験結果との比較 

家具 

分類 

家具検体 

No. 
種類 測定部位 

測定値 

(平均値,最大値)

測定値に相当する

JAS/JIS の等級 

低ホルムアルデヒド 

表示 

21 MDF 背面（外） 0.7,  0.7 F☆☆ F☆☆～F☆☆☆☆ 

22 MDF 背面（外） 0.1,  0.1 F☆☆☆☆ 低ホルマリン仕様 

23 MDF 棚板（裏） 0.5,  0.5 F☆☆☆ 低ホルムアルデヒド仕様

食
器
棚 

24 MDF 背面（外） 0.1注 2 F☆☆☆☆相当 F☆☆☆ 

25 MDF 背面（外） 1.0,  1.0 F☆☆ F☆☆☆ 

26 MDF 背面（外） 3.9,  4.2 F☆相当 F☆☆☆ 本
棚 

27 合板 背面（外） 0.1,  0.1 F☆☆☆☆ F☆☆☆☆ 

28 MDF 背面（外） 0.1,  0.1 F☆☆☆☆ 低ホルム材 

29 MDF 背面（外） 3.7,  3.8 F☆相当 F☆☆以上 
タ
ン
ス 30 合板 引出し（底裏） 0.3,  0.3 F☆☆☆☆ 低ホルムアルデヒド 

注 2）原則的には 2 組の試験片を用いての試験だが、No.24 に関しては、試験片に供する面積が少なかったた

め、1 組での結果とした。 
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JAS(合板)又はJIS(MDF)に基づくホルムアルデヒド放散量による区分  

 
合板，木質系フローリングはJAS(日本農林規格)で，MDF，パーティクルボードはJIS 

によりホルムアルデヒド放散量の測定法が規定されている。 

 ホルムアルデヒド放散量による区分を表１１に示す。 

表１１ ホルムアルデヒド放散量による区分 

ホルムアルデヒド放散量 
等級 

平均値 最大値 

F☆☆☆☆ 0.3 mg/L 以下 0.4 mg/L 以下

F☆☆☆ 0.5 mg/L 以下 0.7 mg/L 以下

F☆☆ 1.5 mg/L 以下 2.1 mg/L 以下

F☆ 注１ 5 mg/L 以下 7 mg/L 以下 

注１：JIS(MDF)では、Ｆ☆についての区分はない 



 

 

(6)  乳幼児用の衣料品へのホルムアルデヒド移染について 

出生後２４月以内の乳幼児用の衣料品 4 検体（写真９）及びチャックつきのポ

リ袋（厚さ 0.04mm）に入れた 1 検体（写真１０）について、ホルムアルデヒド

を放散する家具内に設置し、前後の濃度を測定した。結果を表１２に示す。 
ホルムアルデヒドを放散する家具内に乳幼児用の衣料を 24 時間設置したとこ

ろ、規制値(16ppm)を超過し、衣料へのホルムアルデヒドの移染が確認された。 
一方、ポリ袋に入れた検体では 24 時間設置後も規制値の超過はなかったことか

ら、チャックつきポリ袋に収納することで、衣料品への移染を防ぐことが確認で

きた。 
 

表１２ 衣料品のホルムアルデヒド溶出量 

No. 種類 
設置前溶出量 

（ppm*） 

設置後溶出量 

（ppm*） 

1 長肌着 洗濯済 定量下限以下 24.8 

2 長肌着 未洗濯 定量下限以下 16.4 

3 コンビ肌着 洗濯済 定量下限以下 20.5 

4 コンビ肌着 未洗濯 定量下限以下 17.2 

 平均 定量下限以下 19.6 

5 
長肌着 未洗濯 

ポリ袋(厚さ 0.04mm)入り 
定量下限以下 定量下限以下 

家庭用品規制法 規制値（定量下限）16ppm 

* ppm とは、試料 1g について溶出したホルムアルデヒドの量(μg)を示す 
 
 

  
 写真９ ホルムアルデヒドの移染試験の状況        写真１０ 
（24 時間設置する際には引き出しは閉じている）       ポリ袋に収納した検体 

 
 

 

 「家庭用品規制法（有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律）」では、

家庭用品に含まれるホルムアルデヒドなどの化学物質による健康被害を未然に

防止するために必要な規制を行っている。 
 生後 24 ヶ月以内の乳幼児用繊維製品についてホルムアルデヒドは定量下限以

下（16ppm）の規制値が定められていて、これらを超える製品の流通防止を図

っている。 

家庭用品規制法とは 

20 



 

21 

 

６. 結果のまとめ 

(1)  室内濃度試験 

インターネットで購入した収納家具 20 検体中、5 検体が設置することによりホ

ルムアルデヒドの室内濃度が厚生労働省の指針値を超えた。また、低ホルムアル

デヒドを表示している収納家具でも 10 検体中、1 検体が指針値を超過した。 
衣料品をタンスに収納する際に、ポリ袋等に入れるとホルムアルデヒドの移染

を効果的に防ぐことができることがわかった。 
 

(2)  放散量試験 

低ホルムアルデヒドを表示している収納家具について、JAS(合板)又はJIS(MDF)

に基づくホルムアルデヒド放散量を分析したところ、表示と異なる商品が 10 検体

中、3検体あった。 

 

７. 結果に基づく措置 

(1)  国への要望・情報提供 

    要望   消費者庁、経済産業省 
    情報提供 厚生労働省 
 

(2)  業界団体への情報提供 

情報提供 社団法人 日本通信販売協会 
社団法人 日本家具産業振興会 

 
(3)  事業者への対応 

高濃度のホルムアルデヒドの放散が確認された商品に係る事業者に対して、有害

物質の低減化を要請 

 
 

８. 消費者へのアドバイス 

家具のホルムアルデヒドの影響を低減させるために、次の点に注意しましょう。 
・ 通信販売により購入した収納家具のにおいが強く不快に感じる場合は、組み立て

る前なら返品可能な商品もあります。購入前に返品の条件について確認すると良い

でしょう。 

・ 気温の高い日に部屋を換気しながら、家具の扉や引き出しを開けておくことによ

り次第に濃度を減少させることができます。 

・ 乳幼児や肌が敏感な方の衣料品について、ホルムアルデヒドの影響を心配される

場合は、タンスに収納する際にポリ袋等に入れると移染を防ぐことができます。 
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